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告

示

○
埼
玉
県
議
会
定
例
会
の
招
集

（
財

政

課
）

一

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変

更
に
係
る
公
告

（
利
根
振
興
）

一

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
に
係

る
公
告
（
北
部
振
興
本
庄
事
務
所
）

二

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
く
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度

額
及
び
最
高
限
度
額（

人

事

課
）

二

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
く
介
護
補
償
の
支
給
金
額

（

〃

）

二

○
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
整
備
・
運
営
業
務
の
随
意
契
約
の

相
手
方
等
に
関
す
る
公
示

（
医
療
整
備
課
）

三

○
電
子
納
品
保
管
管
理
シ
ス
テ
ム
の
サ

ー
バ
機
器
等
の
賃
貸
借
に
関
す
る
落

札
者
等
の
公
示

（
技
術
管
理
課
）

三

○
測
量
法
に
基
づ
く
公
共
測
量
の
実
施

（
用

地

課
）

三

○
測
量
法
に
基
づ
く
公
共
測
量
の
終
了

（

〃

）

三

○

〃

（

〃

）

三

○
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
告
示

（
河
川
砂
防
課
）

三

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（
建
築
指
導
課
）

四

○
県
立
特
別
支
援
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
業
務
入
札
参
加
資
格
等
に
関
す

る
公
示

（
特
別
支
援
教
育
課
）

四

○
警
察
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
用
サ
ー
バ

の
賃
貸
借
契
約
に
係
る
随
意
契
約
の

公
示

（
会

計

課
）

七

○
保
管
場
所
証
明
電
子
化
シ
ス
テ
ム
の

賃
貸
借
契
約
に
係
る
随
意
契
約
の
公

示

（

〃

）

七

○
警
察
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
端
末
装
置
等

の
賃
貸
借
契
約
に
係
る
随
意
契
約
の

公
示

（

〃

）

八

○
宿
直
仮
眠
用
寝
具
及
び
被
留
置
者
用

寝
具
の
賃
貸
借
に
係
る
落
札
者
の
公

示

（

〃

）

八

○
指
紋
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム
の
賃
貸
借

に
係
る
落
札
者
の
公
示

（
会

計

課
）

八

○
１
１
０
番
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
賃
貸
借
に
係
る
落
札
者
の
公
示

（

〃

）

八

○
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
賃
貸
借
に
係

る
落
札
者
の
公
示
（

〃

）

八

○
放
置
駐
車
違
反
管
理
シ
ス
テ
ム
の
賃

貸
借
に
係
る
落
札
者
の
公
示

（

〃

）

九

○
県
道
片
柳
川
越
線
の
区
域
の
変
更

（
飯
能
県
土
）

九

○
県
道
片
柳
川
越
線
の
供
用
の
開
始

（
飯
能
県
土
）

九

○
県
道
大
野
東
松
山
線
の
区
域
の
変
更

（
東
松
山
県
土
）

一
〇

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（

〃

）

一
〇

○

〃

（

〃

）

一
〇

○

〃

（

〃

）

一
一

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
の
位
置

の
指
定
の
変
更

（
行
田
県
土
）

一
一

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（
杉
戸
県
土
）

一
一

埼玉県発行

埼
玉
県
告
示
第
八
百
九
号

埼
玉
県
議
会
平
成
二
十
年
六
月
定
例
会
を
六
月
十
七
日
に
招
集
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律

第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書

が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
す
る
。

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を

申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活
部

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
利
根
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http

://w
w
w
.

saitam
aken-npo.net/

）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司
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一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
年
六
月
二
日

二

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
す
も
す

三

代
表
者
の
氏
名

竹
田

光
男

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
加
須
市
大
字
岡
古
井
字
川
面
百
九

番
地
二

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
心
の
病
を
持
つ
方
々
に
作

業
の
場
を
提
供
し
作
業
訓
練
や
環
境
美
化
活

動
な
ど
を
通
じ
て
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
社
会

参
加
が
で
き
る
こ
と
又
地
域
の
方
々
と
も
良

好
な
関
わ
り
を
も
っ
て
社
会
貢
献
が
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
一
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律

第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か

ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

な
お
、当
該
申
請
に
係
る
定
款
、役
員
名
簿
、

設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算

書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
北
部
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所
に
お
い
て
備
え

置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（http
://w

w
w
.saitam

aken-npo.net/

））に

よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
年
五
月
三
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名

称
特
定
非
営
利
活
動
法
人
彩
の
国
環
境
創
造

空
館
サ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
の
家

三

代
表
者
の
氏
名

杉
田

圭
司

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
本
庄
市
小
島
南
三
丁
目
十
一
番
十

五
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
く
食
品
廃
棄
物
か
ら
生
産
さ
れ
る
有
機
質

肥
料
の
普
及
、
野
菜
や
花
卉
の
「
本
庄
ブ
ラ

ン
ド
」
の
周
知
及
び
生
徒
・
児
童
な
ど
に
対

す
る
環
境
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
環
境

保
全
並
び
に
本
庄
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
二
号

平
成
四
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号
（
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
に
基
づ
く
補
償
基
礎
額
の

最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
六
月

十
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正
後
の
告
示
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
に
係

る
補
償
基
礎
額
及
び
同
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
に

つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
及
び
同
日
前
に
支

給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

年

齢

階

層

最

低

限

度

額

最

高

限

度

額

二
十
歳
未
満

四
、
四
一
四
円

一
三
、
五
一
一
円

二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

四
、
九
六
七
円

一
三
、
五
一
一
円

二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満

五
、
八
二
七
円

一
三
、
七
二
一
円

三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満

六
、
五
〇
〇
円

一
六
、
三
九
二
円

三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満

七
、
〇
〇
六
円

二
〇
、
〇
七
二
円

四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

七
、
二
七
三
円

二
二
、
六
四
六
円

四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満

七
、
〇
三
五
円

二
四
、
一
五
七
円

五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満

六
、
五
六
九
円

二
四
、
三
八
〇
円

五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満

五
、
九
一
二
円

二
三
、
八
九
二
円

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

四
、
五
五
〇
円

二
一
、
一
一
〇
円

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満

四
、
〇
九
〇
円

一
四
、
三
五
三
円

七
十
歳
以
上

四
、
〇
九
〇
円

一
三
、
五
一
一
円

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
三
号

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
七
号

（
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年

埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
に
基
づ
く
介
護
補

償
の
支
給
金
額
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

改
正
後
の
告
示
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
六

月
十
日
以
後
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い

－２－
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て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
十
万

四
千
五
百
九
十
円
」
を
「
十
万
四
千
九
百
六
十

円
」
に
、
「
五
万
六
千
七
百
十
円
」
を
「
五
万

六
千
九
百
三
十
円
」
に
改
め
、
同
表
随
時
介
護

を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
五
万
二
千
三
百
円
」

を
「
五
万
二
千
四
百
八
十
円
」
に
、
「
二
万
八

千
三
百
六
十
円
」を「
二
万
八
千
四
百
七
十
円
」

に
改
め
る
。

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
四
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
整

備
・
運
営
業
務
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
保
健
医
療
部
医
療
整
備
課
医
療
整

備
担
当
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

社
団
法
人
埼
玉
県
医
師
会
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
仲
町
３
丁
目
５
番
１
号

５
契
約
金
額

１０９
，９６０
，０００
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
五
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を

決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

電
子
納
品
保
管
管
理
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ

機
器
等
の
賃
貸
借
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
県
土
整
備
部
技
術
管
理
課
建
設

IT
担
当
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高

砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
５
月
１３
日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

三
菱
電
機
ク
レ
ジ
ッ
ト
株
式
会
社
東
京

都
品
川
区
西
五
反
田
１
丁
目
３
番
８
号

５
落
札
金
額

１０６
，４６３
，７００
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
２０
年
３
月
２５
日

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
六
号

測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
埼
玉
地
域
支
社
長
川
本
得
信
か

ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

測
量
計
画
機
関

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

作
業
種
類

公
共
測
量
（
二
級
及
び
三
級
基
準
点
測

量
）

三

作
業
地
域

三
郷
市
幸
房
、
花
和
田
、
谷
口
、
谷
中
、

彦
江
、
新
和
一
丁
目
、
栄
一
丁
目
、
栄
二
丁

目
の
各
一
部

四

作
業
期
間

平
成
二
十
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
七
号

平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
十
号
で

公
示
し
た
公
共
測
量
（
世
界
測
地
系
へ
の
座
標

変
換
）
は
、
平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日
終
了

し
た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
埼
玉
地
域
支
社
長
川
本
得

信
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
八
号

平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
十
三
号

で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
二
千
五
百
分
の
一
都

市
計
画
図
作
成
及
び
一
万
分
の
一
空
中
写
真
撮

影
）
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日
終
了
し

た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
羽
生
市
長
河

田
晃
明
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、測
量
法（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
九
号

次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水

流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第

一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す

－３－
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る
と
認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

第
二
〇
〇
七
―
一
七
―
一
号

二

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地

の
区
域

春
日
部
市
大
沼
四
丁
目
七
十
五
番
一

三

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量

容
量

七
九
一
・
八
二
立
方
メ
ー
ト
ル

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

指
令
東
整
第
一
九
〇
〇
三
一
三
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
六
月
四
日
第
十
四
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

比
企
郡
鳩
山
町
大
字
赤
沼
字
間
ノ
田
一
七

七
〇
―
一
の
一
部
、
一
七
七
〇
―
三
、
一
七

七
一
―
二
、
一
七
七
一
―
一
の
一
部
、
一
七

七
四
、一
七
七
六
、一
八
五
四
―
二
の
一
部
、

一
七
七
二
―
二
、
一
七
七
三
―
二
、
一
七
七

〇
―
一
先
道
路

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

鶴
ヶ
島
市
上
広
谷
四
七
二
―
八

有
限
会
社

は
ち
ま
ん

取
締
役

富
澤

由
剛

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
一
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
県
が
締
結
す
る
県
立
特
別
支
援
学

校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
業
務
の
委
託
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な

資
格
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
者

県
立
特
別
支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
業
務
の
委
託
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
に
関
す
る
審
査
（
以
下
「
資
格

審
査
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
結
果
、
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
以
下

「
資
格
」
と
い
う
。）
を
有
す
る
と
し
て
資
格
の
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
一
般
競
争
入
札

参
加
資
格
者
」
と
い
う
。）
と
し
、
知
事
は
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
者
を
県
立
特
別
支
援
学

校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
名
簿
に
登
載
す
る
も
の
と
す
る
。

二

資
格
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
資
格
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

イ

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者

ロ

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
の
一
般
競
争
入
札

に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者

ハ

十
三
ホ
又
は
ヘ
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
資
格
を
取
り
消
さ
れ
、
当
該
取
消
し
の
日
か
ら

二
年
を
経
過
し
な
い
者

ニ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

�

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条
第
一
号
イ
の
一
般
乗
合

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
免
許
若
し
く
は
許
可
を
受
け
て
い
な
い
者
又
は
当
該
免
許
若
し

く
は
許
可
を
受
け
て
二
年
以
上
経
過
し
て
い
な
い
者

�

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
ロ
の
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
免
許
若
し
く
は

許
可
を
受
け
て
い
な
い
者
又
は
当
該
免
許
若
し
く
は
許
可
を
受
け
て
五
年
以
上
経
過
し
て

い
な
い
者

�

道
路
運
送
法
第
三
条
第
二
号
の
特
定
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け
た
期
間

が
、
通
算
で
五
年
未
満
の
者

ホ

運
行
業
務
に
必
要
な
許
可
を
受
け
ら
れ
な
い
者

三

資
格
及
び
格
付

資
格
は
、
業
務
の
規
模
及
び
契
約
金
額
に
応
じ
て
、
Ａ
級
、
Ｂ
級
及
び
Ｃ
級
の
三
つ
の
格
付

け
に
区
分
し
て
定
め
る
。

四

資
格
審
査

資
格
審
査
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
。

イ

売
上
額

ロ

経
営
規
模

�

自
己
資
本
の
額

�

事
業
用
自
動
車
の
台
数

�

従
業
員
の
数

ハ

経
営
状
況

�

流
動
比
率

�

総
資
本
経
常
利
益
率

－４－
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�

固
定
資
産
自
己
資
本
率

ニ

営
業
期
間

ホ

免
許
、
許
可
又
は
過
去
の
業
務
実
績

ヘ

障
害
者
雇
用
状
況

ト

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
状
況

五

資
格
審
査
の
申
請
方
法

資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）
は
、
別
記
様
式
の
申
請

書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
項
目
票

ロ

営
業
経
歴
書
（
創
業
時
か
ら
現
在
ま
で
の
営
業
経
歴
を
記
載
し
た
も
の
）

ハ

営
業
所
一
覧
表

ニ

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
（
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
又
は
現
在
事
項
全

部
証
明
書
）

ホ

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書

ヘ

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
に
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人

又
は
被
補
助
人
と
す
る
記
録
が
な
い
こ
と
の
証
明
書
（
被
保
佐
人
又
は
被
補
助
人
に
あ
っ
て

は
、
後
見
登
記
等
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証
明
書
）

ト

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
決
算
報
告
書
の
写
し
（
申
請
日
の
直
前
一
年
間
の
事
業

年
度
の
決
算
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
申
請
日
時
点
で
、
法
人
設
立
後
一
年
に
満
た
な
い

も
の
に
あ
っ
て
は
、
提
出
可
能
な
決
算
に
関
す
る
も
の
）

チ

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
所
得
税
確
定
申
告
書
等
の
写
し
（
申
請
日
の
直
前
一
年

間
の
申
告
に
係
る
も
の
）

リ

事
業
税
の
納
税
証
明
書
（
申
請
日
の
直
前
一
年
間
の
事
業
年
度
に
お
け
る
埼
玉
県
内
の
事

業
所
に
係
る
も
の
）

ヌ

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書

ル

障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
の
写
し
（
従
業
員
数
が
五
十
六
人
以
上
の
事
業
者
の
み
必
要
と

す
る
。）

ヲ

障
害
者
雇
用
の
証
明
書
（
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

事
業
者
で
障
害
者
雇
用
を
行
っ
て
い
る
場
合
の
み
必
要
と
す
る
。）

ワ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
登
録
証
の
写
し
（
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
の
み
必
要
と

す
る
。）

カ

委
任
状
（
入
札
、
契
約
、
代
金
の
請
求
又
は
受
領
等
を
代
理
人
に
委
任
す
る
場
合
の
み
必

要
と
す
る
。）

ヨ

在
籍
証
明
一
覧
表

タ

運
行
業
務
に
必
要
な
許
可
に
係
る
証
明
書
等
の
写
し
（
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
項

目
票
及
び
営
業
所
一
覧
表
に
お
い
て
指
定
す
る
も
の
）

レ

申
請
者
が
被
保
佐
人
、
被
補
助
人
又
は
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
は
、
契
約
締
結
の
た
め
に

必
要
な
同
意
を
し
て
い
る
者
が
発
行
す
る
同
意
書

六

申
請
書
の
配
布
及
び
提
出
場
所

〒
三
三
〇
―
九
三
〇
一

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

埼
玉
県

庁
第
二
庁
舎
十
階

県
立
学
校
部
特
別
支
援
教
育
課
総
務
・
振
興
助
成
担
当

電
話
〇
四
八
―

八
三
〇
―
六
八
八
〇

七

資
格
審
査
の
申
請
時
期

申
請
者
は
、
随
時
に
、
申
請
書
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

申
請
者
へ
の
通
知

知
事
は
、
資
格
審
査
の
結
果
を
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

九

資
格
の
有
効
期
間

資
格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
を
認
定
し
た
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す

る
。

十

申
請
書
等
の
作
成
に
用
い
る
言
語
等

イ

申
請
書
及
び
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
項
目
票
は
、
日
本
語
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
書
類
で
外
国
語
で
記
載
し
て
あ
る
も
の
は
、
日
本
語
の
訳
文

を
付
記
し
、
又
は
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ

申
請
書
及
び
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
項
目
票
の
金
額
表
示
は
、
日
本
国
通
貨
に
よ

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
書
類
で
外
国
通
貨
に
よ
り
金
額
を
表
示
し

て
あ
る
も
の
は
、
日
本
国
通
貨
に
換
算
し
た
金
額
表
示
を
付
記
し
、
又
は
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
お
、
日
本
国
通
貨
へ
の
換
算
に
当
た
っ
て
は
、
出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年

大
蔵
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
外
国
貨
幣
換
算
率
の
例
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

十
一

資
料
の
請
求
等

知
事
は
、
資
格
審
査
に
際
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
資
料
の
提
出
若
し
く
は
提
示
又
は
説

－５－
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明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
二

変
更
等
の
届
出

申
請
書
の
提
出
後
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
営
業
を
休
止
し
、
若
し

く
は
廃
止
し
た
場
合
又
は
営
業
の
停
止
命
令
を
受
け
た
場
合
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

ロ

代
表
者
又
は
代
理
人

ハ

所
在
地
（
代
理
人
の
所
在
地
を
含
む
。）

ニ

印
鑑
（
実
印
、
使
用
印
又
は
代
理
人
印
）

ホ

資
本
金

ヘ

電
話
番
号
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

ト

登
録
、
免
許
、
許
可
等
に
関
す
る
事
項

チ

障
害
者
雇
用
状
況

リ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
状
況

十
三

資
格
の
取
消
し

知
事
は
、
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
資

格
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

イ

二
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
な
っ
た
と
き
。

ロ

営
業
に
関
し
必
要
な
登
録
、
免
許
、
許
可
等
の
取
消
し
を
受
け
た
と
き
。

ハ

申
請
書
又
は
そ
の
添
付
書
類
等
に
故
意
に
虚
偽
の
事
項
を
記
載
し
た
と
き
。

ニ

経
済
的
信
用
を
著
し
く
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

ホ

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十

四
号
）
第
三
条
又
は
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
違
反
し
て
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
告

発
、
排
除
勧
告
又
は
審
判
開
始
決
定
を
受
け
た
場
合
で
極
め
て
悪
質
で
あ
る
と
知
事
が
認
め

た
と
き
。

へ

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
逮
捕

さ
れ
、
又
は
逮
捕
を
経
ず
に
起
訴
さ
れ
た
場
合
で
極
め
て
悪
質
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
と

き
。

ト

安
全
運
行
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

－６－
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埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
二
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

警
察
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
用
サ
ー
バ
の
賃

貸
借
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社
東
京
都
千

代
田
区
丸
の
内
３
丁
目
４
番
１
号

５
契
約
金
額

５９
，３６１
，８７６
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
三
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

保
管
場
所
証
明
電
子
化
シ
ス
テ
ム
の
賃
貸

借
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

住
信
リ
ー
ス
株
式
会
社
東
京
都
千
代
田

区
丸
の
内
１
丁
目
６
番
１
号

５
契
約
金
額

６２
，７８３
，２８０
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

－７－
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埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
四
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

警
察
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
端
末
装
置
等
の
賃

貸
借
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

富
士
通
リ
ー
ス
株
式
会
社
東
京
都
新
宿

区
西
新
宿
２
丁
目
７
番
１
号

５
契
約
金
額

８２
，７０８
，９２０
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
五
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を

決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

宿
直
仮
眠
用
寝
具
及
び
被
留
置
者
用
寝
具

の
賃
貸
借
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
３
日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

小
山
株
式
会
社
奈
良
県
奈
良
市
西
木
辻

町
８８
番
地

５
落
札
金
額

１０４
，７３７
，５００
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
２０
年
２
月
２２
日

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
六
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

指
紋
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム
の
賃
貸
借
一

式
２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社
東
京
都
千

代
田
区
丸
の
内
３
丁
目
４
番
１
号

５
契
約
金
額

９１
，８６１
，５６０
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
七
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

１１０
番
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
賃
貸

借
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社
東
京
都
千

代
田
区
丸
の
内
３
丁
目
４
番
１
号

５
契
約
金
額

１０９
，５５９
，２６８
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
八
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
賃
貸
借
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

－８－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
東
京
都
港

区
西
新
橋
２
丁
目
１５
番
１２
号

５
契
約
金
額

２０２
，３０５
，６００
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
九
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約

の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

１
購
入
等
件
名
及
び
数
量

放
置
駐
車
違
反
管
理
シ
ス
テ
ム
の
賃
貸
借

一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の

名
称
及
び
所
在
地

埼
玉
県
警
察
本
部
総
務
部
財
務
局
会
計
課

調
度
第
二
係
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３
丁
目
１５
番
１
号

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
２０
年
４
月
１
日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
東
京
都
港

区
西
新
橋
２
丁
目
１５
番
１２
号

５
契
約
金
額

４１
，０１３
，０００
円

６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

７
随
意
契
約
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
１０
条

第
１
項
第
２
号
に
該
当

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

片
柳
川
越
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧
�

坂
戸
市
大
字
石
井
字
蓮
台
五
〇
五
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
石
井
字
又

木
四
九
五
番
一
地
先
ま
で

一
〇
・
二
五
〜一

九
・
五
〇

一
七
八
・
〇
〇

�
及
び
�
は
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
で
あ
り
、
旧
�

は
注
連
松
橋
架
換
え
に
伴
う
仮
設
橋
の
廃
止
で
あ
る
。

新
�

一
〇
・
七
五
〜一

九
・
五
〇

旧
�

一
〇
・
五
〇
〜一

五
・
八
〇

一
七
二
・
五
〇

－９－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長

亀

井

清

司

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

大
野
東
松
山
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八

十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長

亀

井

清

司

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日

第
一
九
〇
一
五
七
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
六
月
三
日

第
一
九
〇
一
八
二
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

比
企
郡
鳩
山
町
大
字
大
橋
字
鳴
井
七
七
七

―
一
、
七
七
七
―
七
、
七
七
七
―
八

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

川
越
市
大
字
鯨
井
新
田
二
三
―
二

株
式
会
社

白
金
商
事

代
表
取
締
役

島
村

善
博

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八

十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長

亀

井

清

司

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

第
一
九
〇
一
八
七
〇
号

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

片

柳

川

越

線

坂
戸
市
大
字
石
井
字
蓮
台
五
〇
一
番
六
地
先
か
ら
同
市
大
字
石
井
字
又

木
四
九
九
番
三
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
六
月

十
日
午
前
十
時

延
長
一
八
・
四
〇
メ
ー
ト
ル

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
田
中
字
市
川
一
三
二
番
二
地
先
か
ら
同
郡
同

町
大
字
田
中
字
藤
坂
三
〇
番
地
先
ま
で

六
・
三
〇
〜

一
一
・
二
一

三
一
五
・
〇
〇

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
工
事

新

九
・
一
八
〜

一
一
・
二
一

－１０－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
六
月
四
日

第
二
〇
〇
〇
一
九
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

比
企
郡
滑
川
町
大
字
月
輪
字
中
道
北

七
九
四
―
四
、
七
九
三
―
三

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

比
企
郡
滑
川
町
大
字
月
輪
九
四
〇
―
四
九

佐
藤

明
、
佐
藤

郁
子

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八

十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長

亀

井

清

司

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
五
月
九
日

第
一
九
〇
一
九
一
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
六
月
五
日

第
二
〇
〇
〇
二
〇
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

比
企
郡
川
島
町
大
字
山
ヶ
谷
戸
字
諏
訪
一

一
六
―
六
、
一
一
六
―
七

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

坂
戸
市
東
坂
戸
二
―
三
五
―
一
〇
三

馬
場

勝
也

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
五
号

昭
和
四
十
九
年
二
月
五
日
に
行
っ
た
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四

十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

南

沢

郁
一
郎

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
十

号
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

平

井

順

一

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
五
月
二
十
八
日

指
令
杉
整
第
二
〇
〇
〇
二
九
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
六
月
三
日

杉
整
第
三
四
九
―
一
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
鷲
宮
字
平
野
七
五

九
―
一

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
大
字
鷲
宮
五
五
三
―
一

三

田
島

宏
一

変

更

番

号

変

更

年

月

日

変

更

し

た

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置

道

路

の

幅

員

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

道

路

の

延

長

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

申
請
者
の
住
所
及
び
氏

名

又

は

名

称

第

六

七

号

（
変
）
―
一

平
成
二
十
年
五
月

三
十
日

変

更

前

北
埼
玉
郡
大
利
根
町
大
字
琴
寄
字
荒
川
九
〇
八
番
一

四
・
〇
〇

二
九
・
二
〇

東
京
都
中
野
区
本
町
六

丁
目
二
六
番
三
号

大
杉

光
修

変

更

後

北
埼
玉
郡
大
利
根
町
大
字
琴
寄
字
荒
川
九
〇
八
番
一

四
・
〇
〇

二
九
・
二
〇

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉

県

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

〇
四
八
―
八
二
四
―
二
一
一
一（
代
表
） 埼

玉
県
報
ホ

�ム
ペ

�ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
01

/B
A
00/kenpouhom

e/fr_top.htm

印 刷 所

関

東

図

書

株

式

会

社

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三
―
一
―
一
〇

〇
四
八
―
八
六
二
―
二
九
〇
一（
代
表
）

再生紙を使用しています。 －１１－

第����号平成��年�月��日（火曜日）
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